
再生骨材コンクリートＪＩＳ改正のポイント

１. 再生骨材コンクリートの遍歴

２. 再生骨材コンクリートの概要

３. 再生骨材コンクリートJIS改正のポイント



ACRAC （Affairs Council of Recycled-Aggregate Concrete)
とは

・ 一般土木及び一般建築工事仕様書に再生材
のJISが明記されることを目的とした組織

・ ２０１０年 再生骨材コンクリート普及連絡協会
（ACRAC）を発足



1977 「再生骨材および再生コンクリートの使用基準(案)・同解説」 (社)建築業協会

1994 「コンクリート副産物の再利用に関する用途別暫定品質基準(案)」 建設省技調発第88号

1999 「建築構造用再生骨材認定基準」 (財)日本建築センター

2000 TR A 006「再生骨材を用いたコンクリート」 通商産業大臣公表標準文書

2002 「プレキャスト無筋コンクリート用再生粗骨材の品質規格(案)等」
(社)JCI北海道支部リサイクル研究委員
会

2003 JASS 5「再生骨材品質」規程 （社）日本建築学会

2005 JIS A 5021「コンクリート用再生骨材Ｈ」 経産省

2005 「電力施設解体コンクリートを用いた再生骨材コンクリートの設計施工指針」 (社)土木学会

2006 JIS A 5023「再生骨材Ｌを用いた再生コンクリート」 経産省

2007 JIS A 5022「再生骨材Ｍを用いた再生コンクリート」 経産省

2011/12 JIS A 5021・5022・5023 第一回改正 再生骨材JIS改正原案作成委員会

2016 「コンクリート副産物の再利用に関する用途別暫定品質基準」 JISを明記 国交省 国官技第３７９号

2018 JIS A 5021・5022・5023 第二回改正 再生骨材JIS改正原案作成委員会

１. コンクリート用骨材JIS制定までの遍歴



２、コンクリート用再生骨材の概要

再生細骨材

再生粗骨材



３. 改正のポイント（ACRAC視点）

１）ASR
２）塩化物量
３）Lの検査頻度とスランプ等
４）Mの混合骨材化
５）５３０８工場のJIS併用取得
６）まとめ

以降 図に関しては 第６回ACRAC技術認定講習会にて御講演された
東京大学 野口貴文 先生
明治大学 小山明男 先生
首都大学東京 上野敦 先生 の講演内容から引用



１） ASR





２） 塩化物量





　　　　　記号 　　　　　粗粒率 　　　　絶乾密度 　　　　吸水率 　　　　微粒分量

6.59 2.42 ｇ/ｃｍ3 5.03 ％ 0.93 ％

6.59 2.41 ｇ/ｃｍ3 5.13 ％ 1.37 ％

6.59 2.41 ｇ/ｃｍ3 5.26 ％ 1.13 ％

6.59 2.37 ｇ/ｃｍ3 5.49 ％ 1.50 ％

2.68 2.08 ｇ/ｃｍ3 10.61 ％ 5.24 ％

2.68 2.03 ｇ/ｃｍ3 10.52 ％ 5.22 ％

2.68 2.04 ｇ/ｃｍ3 11.37 ％ 4.84 ％

2.68 2.01 ｇ/ｃｍ3 12.21 ％ 3.41 ％

NA1000　細骨材　

　防護壁　細骨材　

　防護壁　粗骨材　

NA0　粗骨材　

NA500　粗骨材　

NA1000　粗骨材　

NA0　細骨材　

NA500　細骨材　

試料 JISA5002 JISA1154 比率（JISA1154/JISA5002）

防護壁 0.013 0.014 1.1 

試料 JISA5002 JISA1154 比率（JISA1154/JISA5002）

防護壁 0.004 0.011 2.6 

築２３年間飛来塩分を受け
たコンクリート構造物（防
護壁）から再生骨材

防護壁から抽出された粗骨
材（Lクラス）、
細骨材（Lクラス）



３） Lの検査頻度とスランプ等



４） Mの混合骨材化





５） ５３０８工場のJIS併用取得



６） まとめ

天然骨材
天然砕石
再生骨材
人工骨材
路盤材

再生骨材
コンクリート
JIS A 5021
JIS A 5022
JIS A 5023

普通コンクリート
JIS A 5038 ユーザー共通メリット

・リサイクル率の向上＝
環境負荷低減に寄与する企業イメージのアップ

・骨材購入価格の減少＝利益率のアップ
・商品レパートリーの増加＝

顧客の要望に即した商品を提供

骨材メーカーのメリット
・得意先の増加＝

ASR・塩化物でユーザーに普通生コン・
普通二次製品工場が拡大

・骨材売り上げの増加
・ユーザーでM取得＝

L製造だけでよく、増産につながる

再生骨材元年

今回のJIS改正

コンクリートに関わる異業種が関連する業界間の距
離を縮め融合させる可能性を秘めた、再生骨材コン
クリートの普及・拡大に極めて有効な改革である



御清聴有難う御座いました
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